
トピック 

 

透明性のある石油市場統計整備の取り組み 

 
2000 年 11 月サウジアラビアのリヤドで開催された第 7 回産消対話（国際エネルギーフォ

ーラム）において、参加エネルギー大臣が石油市場の透明性が重要であると指摘し、同対

話に参加していた IEA（国際エネルギー機関）と OPEC に対し、透明性のある石油統計（推

計ではなく各国政府の公表値）を整備するよう示唆しました。 
 エネルギー大臣の示唆に従い、IEA と OPEC はすぐ行動を取り、APEC（アジア太平洋

経済協力）、EUROSTAT（欧州連合統計局）、OLADE（中南米エネルギー開発機構）、UNSD
（国際連合統計局）をアライアンスに取り込み、世界各国から石油市場データ（生産、需

要、在庫、輸出入）を収集するシステムの立ち上げに着手しました（2001 年 4 月）。これ

が、いわゆる石油データ共同収集構想（Joint Oil Data Initiative）、略して JODI と呼ばれ

る新しい試みによる石油データ収集整備活動です。 
 エネ研は、APEC 地域の幹事機関としてこのイニチアティブに参加しています。つまり、

APEC21 加盟エコノミー（APEC では香港と台湾を含むので、国とは言わずエコノミーと

呼びます）から毎月石油市場データを収集し、チェックの後、IEFS に送付しています。IEFS
は、受け取った APEC 地域のデータを JODI 世界データベースに登録し、JODI 世界石油

データとしてインターネットを介して提供しています。 
 



トピック 

透明性のある石油市場統計整備の取り組み 

 
 昨年の夏に 140 ドル台まで上昇した原油価格は同年末には 40 ドル台まで急降下し、石油

市場が相変わらず乱高下する状況を目の当たりにしました。これは、アメリカに端を発し

た金融危機が実物経済に波及し、世界同時不況を引き起こした結果、石油市場からの投機

マネーの撤収、不況によるエネルギー需要の減少、などが原因と言われています。

 同じような状況が 1990 年代末にも起こりました。当時、原油価格が 30 ドル台に高止ま

り、OPEC（石油輸出国機構）がいくら増産を宣言しても、市場は高止まったままでした。

そこで、2000 年 11 月サウジアラビアのリヤドで開催された第 7 回産消対話（国際エネル

ギーフォーラム）において、参加エネルギー大臣が石油市場の透明性が重要であると指摘

し、同対話に参加していた IEA（国際エネルギー機関）と OPEC に対し、透明性のある石

油統計（推計ではなく各国政府の公表値）を整備するよう示唆しました。 
 当時、世界をカバーする石油統計と言えば、石油専門誌及び IEA や OPEC などの国際機

関による推計値しかなく、そのため統計上の石油の需給ギャップ（いわゆる missing barrel）
が年々大きくなり、これが石油市場のボラテリィティを増加させ、原油価格を高止まりさ

せる原因ではないかと参加大臣は考えたわけです。（次ページの図を参照） 
 エネルギー大臣の示唆に従い、IEA と OPEC はすぐ行動を取り、APEC（アジア太平洋

経済協力）、EUROSTAT（欧州連合統計局）、OLADE（中南米エネルギー開発機構）、UNSD



（国際連合統計局）をアライアンスに取り込み、世界各国から石油市場データ（生産、需

要、在庫、輸出入）を収集するシステムの立ち上げに着手しました（2001 年 4 月）。これ

が、いわゆる石油データ共同収集構想（Joint Oil Data Initiative）、略して JODI と呼ばれ

る新しい試みによる石油データ収集整備活動です。なお、UNSD は他の 5 機関でカバーで

きない、インド、エジプト、南アフリカ、などの国を担当しています。そして、2005 年 11
月に、国際エネルギーフォーラム事務局（略して IEFS）が正式に設立され、前記の 6 国際

機関（APEC、EUROSTAT、IEA、OLADE、OPEC、UNSD）の取りまとめ役として、同

機関が収集した石油データを統合し、JODI 世界データに組み替え、インターネット上で公

開し始めました。 
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 エネ研は、APEC 地域の幹事機関としてこのイニチアティブに参加しています。つまり、

APEC21 加盟エコノミー（APEC では香港と台湾を含むので、国とは言わずエコノミーと

呼びます）から毎月石油市場データを収集し、チェックの後、IEFS に送付しています。IEFS
は、受け取った APEC 地域のデータを JODI 世界データベースに登録し、JODI 世界石油

データとしてインターネットを介して提供しています。例えば、2 月の世界の石油データは

4 月 20 日前後に公開されます。 
 
 エネ研も APEC 用のウエブサイトを運営しており、そこから APEC 加盟エコノミーの

JODI データを発信しています。アドレスは、http://www.ieej.or.jp/egeda/です。このウエ

ブサイトでは、以下の石油データを提供しています。 
 油種：原油、LPG、ガソリン、灯油、軽油、重油、石油製品合計 
 部門：生産（採掘と精製）、輸出入、在庫、原油処理または需要 
利用者は、エコノミーと年月を指定してその月の全てのデータを表示、エコノミーと油種

または部門を指定して時系列にデータを表示、油種と部門を指定しエコノミー間の比較を

時系列に実施、などの検索オプションが利用できるので、様々なデータを簡単に検索でき

ます。また、単位も共通単位が用意されているので各国比較も簡単です。是非、一度アク

セスして下さい。（次ページの図を参照） 



 

 

 
 一方、IEFS が運営する JODI ウエブサイトのアドレスは http://www.jodidata.org/です。

このサイトからは、世界各国の JODI データが検索できます。選択オプションは、単位、

部門、油種です。このウエブサイトは JODI データだけではなく、JODI コンファレンスの

議事内容や JODI マニュアル及びニュースレターなども閲覧できます。こちらも是非アク

セスして下さい。（次ページの図を参照） 
 IEFS から、69 ヵ国が 12 月のデータ（M-1、1 ヶ月前のデータ）を提出したという作業

報告がきているように JODI データは年々改善されており、かつ多くの人々に利用されて



います。ここまで来るのに丸 8 年掛かりましたが、まだ改善や発展の余地があります。改

善としては、全ての参加国が M-1 データを提出する、JODI データの品質をさらに高める、

などがあげられます。また、発展としては、石油市場データだけでなく埋蔵量・精製能力・

増産投資計画などの情報も収集する、天然ガスデータを JODI に組み入れる、既存の JODI
フォーマットをもっと精緻化し、より質の高いデータを収集するなどがあります。この改

善と発展を議論するために、第 7 回の JODI カンファレンスが本年 6 月上旬、エクアドル

のキトで開催されます。国際機関、各国石油統計関係者、国営石油会社・国際石油会社、

石油専門家など総勢 100 名以上が参加し、前記改善・発展案を活発に議論する予定です。 
 

 

 


